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グ
ビ
ー
校
に
て
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
プ
レ
ー
中
に
一
人
の
少
年
が

ボ
ー
ル
を
抱
え
て
ゴ
ー
ル
ま
で

走
っ
た
こ
と
か
ら
、
ラ
グ
ビ
ー
は

出
発
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
の
生
徒
の
名
前
は
エ
リ
ス
少

年
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ェ
ッ
ブ
・

エ
リ
ス
）、
こ
の
伝
説
を
重
ん
じ

て
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

優
勝
杯
は
エ
リ
ス
杯
と
名
づ
け
ら

九
月
二
〇
日
（
金
）
よ
り
第
九

回
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
日
本
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
を
含
め
て
世
界
二
〇
ヶ
国

が
出
場
し
、
各
地
で
グ
ル
ー
プ

リ
ー
グ
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
入
り
ま
す
。

開
幕
戦
は
日
本
対
ロ
シ
ア
で
、

決
勝
戦
は
一
一
月
二
日
（
土
）
に

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

国
内
で
は
今
一
つ
人
気
の
な
い

ラ
グ
ビ
ー
で
す
が
、
前
回
の
第
八

回
大
会
（
二
〇
一
五
年
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
て
開
催
）
で
、
日
本
が

当
時
世
界
三
位
で
あ
っ
た
南
ア
フ

リ
カ
に
勝
利
す
る
と
い
う
大
金
星

を
上
げ
た
た
め
、
こ
の
国
で
の
ラ

グ
ビ
ー
の
認
知
度
は
一
気
に
ア
ッ

プ
。
五
郎
丸
歩
選
手
が
キ
ッ
ク
の

際
に
行
う
ル
ー
テ
ィ
ン
ポ
ー
ズ
な

ど
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

今
大
会
で
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
進
出
（
ベ
ス
ト
８
）
を
多
く

の
フ
ァ
ン
が
願
っ
て
い
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

さ
て
、
ラ
グ
ビ
ー
の
起
源
に
は

諸
説
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
の
は
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
（
今
の
サ
ッ
カ
ー
と
は
違
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
）
か
ら
派
生
し
た
と
い

う
も
の
。

一
八
二
三
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
ラ

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

ボ
ー
ル
は
前
へ
投
げ
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
確
実
な
前
進
の

た
め
に
は
我
が
身
を
張
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
特
に
フ
ォ
ワ
ー
ド
は

献
身
的
に
相
手
と
ぶ
つ
か
り
、
泥

に
ま
み
れ
ま
す
。
そ
ん
な
頑
張
り

に
バ
ッ
ク
ス
は
勇
気
を
も
ら
い
、

何
と
し
て
も
彼
ら
に
応
え
よ
う
と

し
ま
す
。
そ
ん
な
ゲ
ー
ム
の
あ
り

方
か
ら
は
「
仕
え
る
者
に
」
と
の

イ
エ
ス
の
教
え
（
マ
ル
コ
福
音
書

10
章
他
）
が
響
い
て
き
ま
す
。

一
チ
ー
ム
一
五
人
に
は
そ
れ
ぞ

れ
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
名
が
あ
り
（
左

右
で
区
別
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
）、
か
な
り
の
多
様
性
が
あ
り

ま
す
。
体
重
の
違
い
、
身
長
の
高

低
、
パ
ス
の
素
早
さ
、
足
の
速
さ
、

キ
ッ
ク
の
距
離
等
々
、
ポ
ジ
シ
ョ

ン
ご
と
に
必
要
と
さ
れ
る
特
性
が

異
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
ん
な

多
様
な
選
手
た
ち
が
一
つ
の
チ
ー

ム
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
に
、
私
は

パ
ウ
ロ
の
教
会
論
（
キ
リ
ス
ト
の

か
ら
だ
と
し
て
の
教
会
）
を
見
る

思
い
が
し
て
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
の
基
本
精
神
を
表

し
て
い
る
〝O

ne for all, All for 
one

〟
と
の
言
葉
も
実
に
キ
リ
ス

ト
教
的
で
す
。
通
常
「
一
人
は
皆

の
た
め
に
、皆
は
一
人
の
た
め
に
」

と
訳
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
前
述

の
教
会
論
（
１
コ
リ
ン
ト
12
章
）

を
彷
彿
と
せ
ま
す
し
、他
の
訳「
一

人
は
皆
の
た
め
に
、
皆
は
一
つ
の

目
的
の
た
め
に
」
か
ら
は
エ
フ
ェ

ソ
書
の
「
一
つ
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
響
い
て
き
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

ラ
グ
ビ
ー
を
一
度
も
観
た
こ
と

が
な
い
と
い
う
方
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
テ
レ
ビ
で
で
も
観
戦
し
て
く

だ
さ
い
。
き
っ
と
信
仰
を
深
め
る

何
か
を
発
見
で
き
る
こ
と
で
し
ょ

う
（
ほ
ん
と
か
な
〜
）。

 

（
日
本
基
督
教
団
早
稲
田
教
会
牧
師
）

れ
て
い
ま
す
。

少
年
の
名
は
知
っ
て
い
た
も
の

の
、
迂
闊
に
も
彼
の
そ
の
後
は
調

べ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
直
前
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
が
「
ラ

グ
ビ
ー
豆
知
識
」
と
題
し
て
の
コ

ラ
ム
に
エ
リ
ス
少
年
の
こ
と
を
紹

介
。
そ
こ
に
ラ
グ
ビ
ー
校
を
卒
業

し
た
後
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
に
進
学
し
て
、
後
に
牧
師
と

な
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
大
い

に
び
っ
く
り
。

同
時
に
何
だ
か
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
と
言
い
ま
す
の
も
、
大

学
一
年
時
か
ら
ず
っ
と
観
戦
を
続

け
て
き
て
、
個
人
的
に
は
、
ラ
グ

ビ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
随
分
と

キ
リ
ス
ト
教
的
だ
な
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

あ
の
エ
リ
ス
少
年
は
後
に
牧
師
⁉
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の
で
、
こ
の
時
代
に
は
こ
ん
な
苦

労
が
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
つ
つ
、

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に

人
間
的
な
弱
さ
を
も
語
っ
て
く
だ

さ
る
の
で
、
立
派
な
指
導
者
と
い

う
語
り
口
だ
け
で
は
な
く
て
、
彼

ら
の
人
と
し
て
の
苦
悩
を
も
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

教
会
で
の
混
乱
、
教
会
員
と
の

軋
轢
、
家
庭
で
の
問
題
、
社
会
と

の
対
立
、
ど
れ
も
人
間
と
し
て
の

苦
し
み
を
抱
え
な
が
ら
福
音
宣
教

の
た
め
に
、
そ
し
て
同
時
代
の
国

家
や
政
治
的
困
難
を
見
つ
め
つ
つ

戦
っ
た
人
々
の
姿
に
深
い
敬
意
を

覚
え
つ
つ
毎
回
帰
途
に
つ
い
て
い

ま
す
。

回
を
追
う
ご
と
に
参
加
者
が
増

え
、
し
ば
し
ば
教
室
を
替
え
、
席

の
確
保
に
苦
心
す
る
の
も
、
楽
し

い
一
日
で
す
。
今
年
度
は
第
３
期

昭
和
編
を
学
ん
で
い
ま
す
。明
治
、

大
正
、
昭
和
と
続
い
て
き
て
、
次

年
度
は
平
成
編
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
と
楽
し
み
つ
つ
通
っ
て
い
ま

す
。

 （
日
本
基
督
教
団
豊
島
岡
教
会
）

「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
を
読
む
」

を
受
講
し
て

 

徳
久　

俊
彦　

私
は
満
９
０
歳
を
迎
え
ま
し
た

が
、
老
骨
に
鞭
打
つ
て
、
戒
能
先

生
の
キ
リ
ス
ト
教
史
講
座
を
受
講

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
大
学
や
研

究
機
関
等
で
研
究
一
筋
に
打
ち
込

ん
で
お
ら
れ
る
先
生
方
と
違
い
、

現
役
の
牧
師
で
あ
り
な
が
ら
、
ア

カ
デ
ミ
ー
関
東
活
動
セ
ン
タ
ー
の

責
任
を
背
負
っ
て
お
ら
れ
る
戒
能

先
生
が
、
そ
の
現
場
に
根
ざ
し
た

問
題
意
識
に
立
っ
て
、
日
本
の
キ

リ
ス
ト
教
史
を
調
べ
て
お
ら
れ
る

か
ら
で
す
。

戒
能
先
生
の
こ
の
連
続
講
座

は
、
各
時
代
表
の
代
表
的
人
物
を

７
〜
８
人
選
ん
で
歴
史
を
辿
る
も

の
で
、
明
治
・
大
正
期
と
進
ん
で
、

今
年
は
昭
和
期
に
入
り
、由
木
康
、

赤
岩
栄
、
木
俣
敏
、
が
終
わ
り
、

鈴
木
正
久
、
北
森
嘉
蔵
、
井
上
良

雄
。
隅
谷
三
喜
男
、
を
残
す
の
み

と
な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は

学
生
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
時
代
か
ら
ご
指
導

頂
い
た
、
北
森
，
隅
谷
、
両
先
生

の
部
が
取
り
分
け
楽
し
み
で
す
。

戒
能
先
生
の
講
義
は
周
到
な
調

査
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物

の
「
生
涯
」
と
そ
の
「
信
仰
」「
業

績
」、
さ
ら
に
は
参
考
文
献
に
至

る
ま
で
の
資
料
を
用
意
さ
れ
て
な

さ
れ
る
の
で
す
が
、
時
に
は
そ
の

出
生
地
に
ま
で
赴
く
等
、
実
に
丹

念
に
準
備
さ
れ
た
も
の
で
、
資
料

自
体
が
貴
重
な
文
献
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
先
生
の
お
話
は
．
時

に
、
現
実
の
教
会
の
在
り
方
や
問

題
に
も
触
れ
ら
れ
「
歴
史
を
訊
ね

る
こ
と
は
、今
を
考
え
る
こ
と
だ
」

と
い
う
想
い
を
刺
激
し
て
下
さ
る

の
で
、
身
体
を
大
事
に
し
て
受
講

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

 （
日
本
基
督
教
団
早
稲
田
教
会
）

「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
を
読
む
」

の
学
び

 

濱
田
美
也
子　

３
年
前
に
、「
日
本
キ
リ
ス
ト

教
史
を
読
む
」
の
案
内
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
明
治
期
の
キ
リ
ス
ト

教
の
指
導
者
の
学
び
で
し
た
。
植

村
正
久
、
新
島
襄
、
内
村
鑑
三
な

ど
取
り
上
げ
ら
れ
た
７
名
の
方
々

は
、
す
べ
て
名
前
だ
け
は
知
っ
て

い
た
の
で
す
。で
も
こ
の
方
々
が
、

明
治
と
い
う
日
本
キ
リ
ス
ト
教
の

黎
明
期
に
ど
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト

教
に
触
れ
、
何
を
考
え
、
ど
の
よ

う
な
決
意
で
指
導
者
と
し
て
の
歩

み
を
始
め
て
行
っ
た
の
か
、
全
く

知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。

神
学
校
で
習
っ
た
の
か
、
忘
れ

て
し
ま
っ
た
の
か
、
記
憶
が
な
い

の
で
す
。
戒
能
先
生
に
伺
っ
た
と

こ
ろ
、
こ
う
い
う
分
野
を
教
え
る

人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
、
神

学
校
の
講
座
に
は
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

月
一
回
の
講
義
が
楽
し
み
で

す
。
い
わ
ゆ
る
出
来
事
と
歴
史
の

時
間
的
な
考
察
で
は
な
く
て
、
毎

回
一
人
の
人
物
を
取
り
上
げ
、
青

年
期
の
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い

と
学
び
、指
導
者
と
し
て
の
歩
み
、

困
難
、
晩
年
を
語
っ
て
く
だ
さ
る

関
東
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●
２
０
１
９
年
度 

関
東
フ
ォ
ー
ラ
ム　

宗
教
対
話
Ⅰ

 

「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
を
読
む
」Ⅲ
（
昭
和
篇�

全
７
回
）

講
師
：
日
本
基
督
教
団　

千
代
田
教
会
牧
師　

戒
能　

信
生
さ
ん

２
０
１
９
年
５
月
９
日（
木
）～
１
２
月
１
２
日（
木
）

会
場　

早
稲
田
奉
仕
園
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

 

●
２
０
１
９
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
福
祉
」
第
１
回

 

「
映
画
上
映『
さ
と
に
き
た
ら
え
え
や
ん
』と
は
な
し
あ
い

　
　

こ
ど
も
・
若
者
の「
居
場
所
」っ
て
何
？
」

 

講
師　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

こ
ど
も
の
里
理
事
長　

荘
保　

共
子
さ
ん

２
０
１
９
年
６
月
２
９
日（
土
）

共
催　
（
公
財
）
京
都
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

会
場　

日
本
基
督
教
団
室
町
教
会

こ
ど
も
・
若
者
を
応
援
す
る
大

人
が
も
つ
べ
き
、
人
権
の
視
点
、

支
援
と
は
何
か
？
を
考
え
る
目
的

で
、
荘
保
共
子
さ
ん
に
講
師
を
お
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二
〇
一
九
年
度

　

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

　

 

も
み
じ
ま
つ
り

 

十
一
月
二
十
三
日（
土
・
祝
）

日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
技

術
協
力
や
米
国
大
使
館
の
エ
ル
サ

レ
ム
移
転
な
ど
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の

人
々
の
権
利
の
回
復
を
遠
ざ
け
る

動
き
が
進
ん
で
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー

で
は
現
地
で
の
取
材
や
世
界
各
地

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
等

り
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

願
い
し
た
。「
こ
ど
も
の
里
」
は
、

釜
ヶ
崎
で
１
９
７
７
年
設
立
以

来
、
児
童
館
に
始
ま
り
、
現
在
は

短
期
宿
泊
・
長
期
養
育
、
親
の
休

息
・
相
談
の
機
能
も
備
え
て
子
ど

も
を
見
守
り
続
け
て
い
る
。
釜
ヶ

崎
と
い
う
特
有
の
地
域
性
が
あ
る

も
の
の
、
地
域
の
中
で
、
困
り
ご

と
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
・
若
者

に
寄
り
添
い
、
声
を
聴
い
て
こ
ら

れ
た
実
践
は
先
駆
的
で
、
学
ぶ
も

の
は
多
か
っ
た
。「
こ
ど
も
の
里
」

の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
「
さ
と
に

き
た
ら
え
え
や
ん
」（
監
督 

重
江

良
樹
、
２
０
１
５
年
）
上
映
も
組

み
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

具
体
的
な
「
か
か
わ
り
」
の
現

場
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
と
考
え

た
。映

画
上
映
、
講
師
か
ら
の
話
題

提
供
、
問
題
提
起
、
そ
し
て
話
し

合
い
と
い
っ
た
盛
沢
山
の
贅
沢
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
。
映
画
の

も
つ
力
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
の
荘

保
さ
ん
が
出
て
き
て
、
実
体
験
と

し
て
語
ら
れ
る
言
葉
の
魅
力
に
圧

倒
さ
れ
つ
つ
も
、
自
分
た
ち
の
日

常
の
中
で
、
こ
ど
も
・
若
者
と
関

わ
る
「
居
場
所
づ
く
り
」
の
現
場

に
生
か
し
て
い
く
ヒ
ン
ト
が
得
ら

れ
た
。
国
際
子
ど
も
権
利
条
約
30

周
年
の
い
ま
、
こ
ど
も
た
ち
の
主

体
的
に
生
き
る
権
利
を
奪
わ
な
い

社
会
を
つ
く
る
責
務
が
、
私
た
ち

大
人
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 
●
２
０
１
９
年
度 

「
開
発
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
第
２
回

 

「
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
は
な
ぜ
解
決
し
な
い
の
か
？

　
　

～
そ
の
始
ま
り
と
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
～
」

 
パ
レ
ス
チ
ナ
の
平
和
を
考
え
る
会　

役
重　

善
洋
さ
ん

�
２
０
１
９
年
７
月
２
０
日（
土
）～
２
１
日（
日
）

帰
還
大
行
進
」
が
紹
介
さ
れ
、
女

性
た
ち
が
創
造
的
に
闘
う
姿
勢

に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

２
０
１
８
年
３
月
か
ら
続
け
ら
れ

て
き
た
超
党
派
・
非
暴
力
の
大
衆

運
動
で
、
同
時
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
る
と
い

う
。
し
か
し
、
救
護
活
動
中
の
若

い
女
性
が
殺
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
に
２
０
０
人
以
上
が
犠
牲
に

な
っ
て
い
る
。

第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
関
係

国
の
政
治
的
利
害
や
市
民
の
無
関

心
が
状
況
を
深
刻
な
も
の
に
し
て

い
る
中
で
、
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
、
彼
女
た
ち
と
連
帯

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
参

加
者
の
中
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。

講
師
の
活
動
と
研
究
に
裏
付
け

ら
れ
た
話
に
よ
り
、
メ
デ
ィ
ア
が

報
道
し
な
い
現
状
を
詳
細
に
知

の
分
析
を
も
と
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
の
歴
史
的
背
景
と
現
状
、
解

決
に
向
け
て
の
取
り
組
み
・
課
題

が
提
起
さ
れ
た
。

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
地
図

を
用
い
て
紀
元
前
か
ら
の
歴
史
を

た
ど
る
こ
と
か
ら
始
め
、
パ
レ
ス

チ
ナ
と
周
辺
地
域
は
大
規
模
な

人
々
の
移
動
が
繰
り
返
さ
れ
た
流

動
性
と
多
様
性
が
高
い
地
域
だ
と

気
づ
き
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を
重

層
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

た
。第

２
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
ガ
ザ

� （順不同・敬称略)

◆関東活動センター
賛助会費� 2019年6月１日～8月31日
神谷　伊勢男� 5,000�
齊藤　潤� 5,000�
竹中　百合子� 5,000�
吉田　博� 5,000�
大橋　祐治� 5,000�
島田　治夫� 2,500�
高橋　真軌� 5,000�
只野　哲� 5,000
武藤　陽一� 5,000�
山根　誠之� 5,000�
河原田　美哉子� 5,000�
古賀　博� 5,000�
池内　友子� 5,000�
千葉　拓司� 5,000

次頁に続きます。

賛助会費・寄付金報告�⑴
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◆関東活動センター
■2019年度聖書を読む講座
「上林順一郎牧師と一緒に聖書を読もう
―この時代の中で、聖書からのメッセー
ジを読み解く―」
第 1期「イエスの教えと生きざま
～福音書から」
講　師： 上林 順一郎さん
日　時： ②10月23日（水）、③11月27

日（水）14：00～16：00（全5回）
会　場： 早稲田奉仕園セミナーハウ

ス 101 号室
参加費： 1,000 円／学生 500 円
共　催： 早稲田奉仕園
新しい聖書の学び「マルコ福音書を
ジックリと読む」（第２期）（全10回）
講　師： 山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
共同ディレクター）

日　時： ⑥10月8日（火）、⑦11月12
日（火）18：30～20：00

会　場： 早稲田奉仕園スコットホー
ル 222

参加費： 1,200 円／学生 500 円
共　催： 早稲田奉仕園
■2019年度関東フォーラム�宗教対話Ⅰ
「日本キリスト教史を読む」Ⅲ（昭
和篇全 7回）
講　師： 戒能　信生さん（日本基督

教団千代田教会牧師）
第 6回「バルトの翻訳と平和運動
を担った井上良雄」
日　時： 11月14日（木）14：00～16：00
会　場： 早稲田奉仕園セミナーハウ

ス 101 号室
参加費： 1 回 500 円

オプショナル・ツアー③
「大正・昭和期に創立された教会を
訪ねる－東中野教会 ･ カトリック麹
町聖イグナチオ教会」
集　合： 10月24日（木） 10：30
  東中野教会 1 階ロビー
ナビゲーター：戒能 信生さん
参加費：1,000 円
■2019年度関東フォーラム�宗教対話Ⅴ
第 5回�柏木義円公開講演会（共催）
「柏木義円とその家」
講　師： 市川 浩史さん（群馬県立

女子大学文学部教授）
日　時： 11月9日（木）14：00～16：30
会　場： 日本キリスト教会館 1 階
参加費： 1,000 円／学生 500 円
主　催： 柏木義円研究会
■2019年度�研究会
「さらに豊かな礼拝のために～言葉
を届けるトレーニング」（全 10回）
講　師： 友野 富美子さん（日本キ

リスト教団吉祥寺教会担任
教師）

日　時： ⑤10月15日（火）、⑥11月19
日（火）18：00～20：00

会　場： 日本基督教団巣鴨ときわ教会
参加費： 1 回 1,200 円
◆関西セミナーハウス
■月釜　清心会
日　時： 2019年10月13日、11月10日
  日曜9：00～15：00 受付
於：関西セミナーハウス
年会費： 4,000 円、臨時会費 1,000 円

◆関西セミナーハウス活動センター
■2019年度お茶のこころと宗教のこころ
「聖書をいっしょに読みましょう」
座　長： 榎本　栄次さん（日本基督

教団牧師）
日　時： ⑥10月7日（月）、⑦11月11

日（月）
  13：30～16：30（全8回）
会　場： 関西セミナーハウス
参加費： 1,500 円 学生 500 円
  （抹茶含む）
■2019年度修学院フォーラム「いのち」
第 2回 ｢ゲノム編集の光と影」
講　師： 中山 潤一さん（基礎生物

学研究所 クロマチン制御
研究部門教授）

  土井 健司さん（関西学院
大学神学部教授）

日　時： 10月12日（土）13：00～17：30
会　場： 関西セミナーハウス
参加費： 2,300 円　学生 1,000 円
  （コーヒー付）
■2019年度開発教育セミナー
第 4回「忘却を乗り越える～⾜尾
鉱毒問題とフクシマ」
講　師： 菅井 益郎さん（渡良瀬川

研究会代表）
日　時： 10月26日（土）16：00～27

日（日）12：00
会　場： 関西セミナーハウス
参加費： 10,500 円（1 泊 2 食 込 ）、

京都市宿泊税 200 円別

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　中村　信博

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com
関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256
関西セミナーハウス

TEL 075-711-2115
E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

プログラム案内

財団本部� http://www.academy-nippon.com
関東活動センター�http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
� http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
� http://www.academy-kansai.org

2019年7月１日～8月31日�（順不同・敬称略)
◆関東活動センター
寄付金
神保　正男� 10,000
神学生プログラム寄付金
松井　直樹� 5,000�
千葉　拓司� 5,000

◆関西セミナーハウス
寄付金
神﨑　清一� 10,000
神保　正男� 10,000
中村泰洋園　中村　英明� 10,000
株式会社京都スタッフ� 10,000
ワケンホールディングス株式会社�50,000
株式会社祇園辻利� 10,000
株式会社柴橋商会京都支店� 10,000
京都音楽教育の会� 30,000
武藤　髙司� 10,000
柴田　賢司� 10,000
土田商店� 5,000
田中　克郎� 300,000
◆関西セミナーハウス活動センター�
賛助会費
島田　誠一� 5,000
浅野　献一� 5,000

友前　尚子� 5,000
丸山　まり子� 5,000
北風　照子� 5,000
桜井　希� 5,000
網野　俊賢� 5,000
関西青年アシュラム� 10,000
菅　恒敏� 5,000
髙寺　幸子� 5,000
徳丸　延子� 10,000
田中　潤治� 5,000
岡野　彩子� 5,000
都木　かおり� 3,000
寄付金
山﨑　和明� 26,680
武山　泰子� 10,000
榎本　璋子� 5,000
榎本　栄次� 3,960
島田　恒� 5,000
日本基督教団西が丘教会� 4,200
桃山アシュラム� 5,000
日本基督教団長岡京教会� 10,000
網野　俊賢� 10,000
奥田　豊� 100,000
柳井　一朗� 2,300
�以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛助会費・寄付金報告⑵


